
市町村名 鳥取市 

取組の名称 学校給食への関西広域連合域内特産農林水産物の提供事業 

１ ねらい 

   学校給食における関西広域連合域内の農林水産物の地産地消を促進するとともに、生産者と児童

との交流を通して、学校給食を活用した食育の推進を図る。 

２ 日時 

   令和５年１２月１４日（木）１１：２０～１２：０５（食育授業） 

１２：０５～１２：５０（交流給食） 

３ 場所 

鳥取市立明徳小学校５年教室 

４ 対象  

   鳥取市立明徳小学校５年児童１３名 

 

５ 具体的な取組内容 

   鳥取市立第一学校給食センター管内の小中学校１５校の学校給食において、大阪府の「菌床しい

たけ（生）」を提供した。また、大阪市からしいたけ生産者２名と大阪市職員１名に来ていただき、

明徳小学校５年生児童を対象に食育授業及び交流給食会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果と課題   

   生産者と児童との対面での交流は、双方にとって心を動かされる大変有意義な体験であり、特に

児童にとっては食への興味関心を高め、感謝の心を育む良い機会となった。今後も、関西広域連合

や鳥取市の事業を活用し、生産者と児童との交流を継続して行っていきたい。 

 

《 献 立 》 

●ご飯 ●牛乳 

●はまちのごまみそかけ 

●しいたけと白玉団子の

すまし汁 

●こまつなののり酢和え 

大阪市職員の方は、大阪市の特産品として栽

培されているイタリア野菜やなにわの伝統野

菜について、実物を持参して説明してくださっ

た。しいたけ生産者の方からは、菌床の実物を

用いながら、しいたけ栽培の苦労ややりがいに

ついて話していただいた。交流給食会では、し

いたけ栽培に関する動画を見たり、質問をした

りしながら楽しい給食時間を過ごした。 



市町村名 鳥取市 

取組の名称 学校給食への関西広域連合域内特産農林水産物の提供事業 

１ ねらい 

   学校給食における関西広域連合域内の農林水産物の地産地消を促進するとともに、食育授業を通

して、学校給食を活用した食育の推進を図る。 

２ 日時 令和６年２月１６日（金）１２：１０～１２：５０（給食時間） 

３ 場所 鳥取市立倉田小学校４年教室 

４ 対象 鳥取市立倉田小学校４年児童１９名 

５ 具体的な取組内容 

   鳥取市立第二学校給食センター管内の小中学校１５校の学校給食において、京都府の「九条ねぎ」

を提供した。また、倉田小学校４年生児童を対象に、京都府職員によるオンラインでの食育授業を

実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果と課題   

   オンラインで京都府とつながることによって、京都府のことや地域に伝わる産業や歴史、特産品

ついて知るきっかけとなり、より身近に感じることができた。今後も、関西広域連合や鳥取市の事

業を通して、学校給食を活用した食育を進めていきたい。 

 

児童は、実際に提供された九条ねぎを使った給食を食べながら、京都府職員による九条ねぎの

食育授業を受けることで、九条ねぎが京都の長い歴史の中で大切に守り育てられてきたブランド

京野菜のひとつであり、誇りある特産品であることを学習した。児童からは、「甘くておいしか

った」「食育授業があると知り、自学で調べてみた。ぬめりが多く甘いことがわかった」などと

いった感想が寄せられ、授業を通して興味関心が高まった様子がうかがえた。 

 

【今 日 の 献 立】 

・ご飯 

・牛乳 

・信田煮 

・いももちのすまし汁 

・えびと九条ねぎの 

塩野菜炒め 

 



市町村名 鳥取市 

取組の名称 鳥取県漁業協同組合と生徒による交流給食会 

１ ねらい 

   地場産物の生産に携わる方々との調理実習を通して、地域の食材の良さや食文化を理解し、その

食材を生かした調理の仕方を身につける。 

２ 日時 

   令和６年１月２９日(月)、３０日(火) １０：４５～１２：３５（調理実習） 

                     １２：３５～１３：０５（交流給食） 

３ 場所 

   鳥取市立湖東中学校家庭科室 

４ 対象 

   鳥取市立湖東中学校１～３年生徒１１名（特別支援学級） 

 

５ 具体的な取組内容 

   家庭科の中で、鳥取県漁業協同組合の方（３～５名）に指導していただき、アジの調理実習を行

った。鳥取県で水揚げされる魚についての動画を見た後、漁協の方から県魚に関するクイズをして

いただいた。魚への関心が高まった所で、アジのさばき方を実演していただき、実習に入った。ほ

とんどの生徒が魚をさばくのが初めてだったので、丁寧に指導していただいた。少人数を生かして

時間をかけた実習をすることができた。苦戦しながらも１人１匹のアジをさばき、頭と骨はあら汁

に、身はアジフライにした。給食も漁協の方と一緒に食べ、あら汁とアジフライも味わった。自分

でさばいたアジはとてもおいしいという感想がたくさん聞かれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果と課題 

   動画やクイズに加え、給食時間にも近海でとれる魚について教えてもらうなど交流を深め、生徒

の地元水産物への関心が高まった。魚に関する知識や調理体験は生徒によって様々であったが、個

に合わせた指導により、一人ひとりの学びが深まった。今後もこのような事業を活用し、継続して

食への関心を高めていきたい。 

 

 
 

  さばくのが得意

な生徒は２匹目

にも挑戦！！ 

クイズで盛り上

がり、興味・関心

が高まる。 

プロの手さばき

にじっと見入る

生徒。 

地元漁師さんの

インタビュー動

画では「顔見知

り」という生徒の

声も。 



市町村名 鳥取市 

取組の名称 未来へつなぐ とっとりっ子の食育 

１ ねらい 

   学校給食における地元食材の活用拡大及び郷土料理の積極的な導入と継承に伴った食に関する

指導の実践を通して、地場産物や食文化についての理解と生産者とのつながりを深め、地域に根ざ

した学校給食を展開する。 

２ 日時 通年 

３ 場所 鳥取市内全小・中・義務教育学校 

４ 対象 鳥取市内全児童生徒 

５ 具体的な取組内容 

   鳥取市の栄養教諭・学校栄養職員で構成する動画作成、指導案検討、新メニュー開発の３グルー

プが連携し、生産者を取材した動画作成、教科及び特産物や郷土料理を題材にした指導案作成とメ

ニュー開発に取り組んだ。 

  【動画作成グループの取組】 

    毎月１９日の食育の日に合わせ

た地産地消の取組として、生産者と

児童生徒をつなぐ「とっとりふるさ

と探検」を継続して行っている。掲

示資料の作成に加えて、２つ 

の動画を作成し、食に関する指導へ

の活用を図った。また、各学校へ動

画配信を行った。さらに、鳥取市オ

リジナルメニューのレシピ動画を

作成し、QR コードを献立表に添付

し家庭への啓発を行った。 

 

【指導案検討グループの取組】 

   食に関する指導の全体計画 

②において、特に食と関りが深

い単元の指導案を作成した。ま

た、給食の時間に行う食に関す

る指導について、指導案とパワ

ーポイント教材を作成した。新

メニュー開発グループが考案

したメニュー提供と合わせて

指導を実施することで、地場産

物への理解がより深まるよう

取り組んだ。 

（なす編） （みそ編） 

（鳥取市オリジナルメニュー「ふるさと探検カレースープ」） 

（らっきょうを題材にした指

導案とパワーポイント教材） 



  【新メニューチームの取組】 

   これまでに開発した鳥取市オリジナルメニューについて、残量が多い課題があり、児童生徒及び

教職員の意見を参考にレシピをブラッシュアップし、喫食率の向上を図った。また、家庭へ啓発す

る地場産物を活用したメニューの開発に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果と課題 

《動画：児童、先生方の感想》 

  ・なすは苦手だけど、動画を見て手間暇かけて作っている生産者の方の苦労を知り、なすに対する

考え方が変わりました。（児童） 

  ・なすの生産者さんの気持ちがよくわかりました。（児童） 

  ・「夏に育てたなすびと同じ丸いのだ」と興味が持てました。生産者の方の言葉に「残さず食べよ

う」とみんなで話すことができました。（担任） 

  ・実際に生産されている方が出演されているのがよかったです。（担任） 

《指導案：先生方の感想》 

  ・クイズなど子どもたちが楽しくらっきょうについて学べました。 

  ・３年生に分かりやすい教材で理解が深まりました。 

  ・ワークシートが作成してあり、活用しやすかったです。 

《新メニュー：先生方の感想》 

 ・地元の食材が活用してあり、家庭で食べないメニューでとてもよかったです。 

 ・らっきょうを細かく刻んだり、食べやすい味付けにしたり、苦手な児童でも食べることができま

した。 

 ・ふるさと探検カレースープは、献立の意図は理解できますが、子どもがカレーシチューを起想す

るので献立名を改名した方がよいと思います。 

 

   鳥取市の子ども達の健やかな成長と郷土愛を育むことを目的に、栄養教諭が中心となって動画作

成、指導案検討、新メニュー開発の各グループで３年間取り組んできた。３グループの取組を一体

化して行う食に関する指導は食育の視点が明確となる他、子ども達だけでなく教職員も地域の人々

の生き方や地域のよさに気付くことができる。また、栄養教諭・学校栄養職員の食に関する指導の

標準化を図ることができる。 

今後も取組を検証しながら、学校や家庭、地域、子ども達の実態に応じてさらなる創意工夫に努

め、地域に根ざした食育を展開していきたい。 

 

鳥取市の特産品の梨や豆腐竹

輪を活用した「なっしちゃん

サラダ」について、彩り、食

材、調味料、調理方法、提供

時期を検討した。 


